
令和元年度 県立駒林特別支援学校 学校評価のまとめ 
 

１ 各学部の成果と来年度に向けて 

 （１）小学部 

音楽では、準備、打ち合わせ、片付け、振り返り、を毎回全職員で行うことにより、児童それぞれの実

態に合った手立てを共通理解することができ、児童一人一人の力を伸ばすことができました。また、わか

こま祭での学習発表では、各児童が得意なこと好きなことを発表するようにしました。意欲的に練習に取

り組み、本番でも自信をもって発表することができました。また、居住地校交流では、今年度は５人の児

童が実施し、小学部全員で京ヶ瀬小学校やなかよし会（地元の方々のグループ）の方との交流を行い、地

域の方々とのつながりをより深めることができました。 

来年度は、 より一人一人の実態に応じた支援を行うために、図工では、内容によって学部合同の単元と

学級毎の単元を分けて計画したいと考えています。また、生活単元では、学部の児童同士が学び合う機会

をふやすために、学部全体やＡ組とＢ組合同の単元を増やしていきたいと考えています。居住地校交流で

は、ねらいや当校の児童の実態、交流のスケジュール等について、相手校の担当者と打ち合わせを十分に

行い、スムーズに交流活動が行えるようにして行きたいです。 

 

（２）中学部 

しごと学習や校内実習では、生徒の実態に合った仕事内容や支援を行うことにより、はじめの挨拶から

一人一人が意識を高くもち、目標に向かって前向きに取り組む姿が多く見られました。また、学年が上が

るにつれて生徒の成長した姿を見ることができました。ランニングタイムでは、一人一人が目標をもって

取り組めるようにし、体力の向上に努めました。記録はもちろん、意欲面での向上も著しく、そのことが

他の活動にも生かされました。生活単元学習をはじめ様々な活動で、自分の役割を果たすこと、友達と関

わることを大切に取り組んできました。生徒が進んで準備や後片付けに取り組むことや誰とでも関わるこ

とが中学部のスタンダードになりつつあります。 

わかこま祭のＰＲ活動を通しての京ヶ瀬小学校・京ヶ瀬中学校との交流や、ピアノ演奏者の三間さんと

の音楽交流、なかよし会（地元の方々のグループ）との交流など、地域の方たちとの交流は、生徒や参加

者の実態に応じて内容も検討しながら、ぜひ今後も続けていきたいと考えています。また、修学旅行に向

け、３年間でいろいろな経験を計画的に積み重ねられるように校外学習等を工夫していきます。 

 

 （３）高等部 

生徒数が多く実態に大きな差があるので、授業の中で一人一人に合った内容を学習できるように、授業

ごとにいろいろなグループを作って支援してきました。個々の生徒の実態に合った内容・支援を行うこと

で、力が付いてきました。職場実習の巡回を効率よく行うことにより、実習先での生徒の様子等を的確に

把握し、次の支援につなげていくことで、生徒の働く力を伸ばすことができました。また、校内実習では、

生徒によってはその実態に合わせて、日程の中に楽しくリラックスできるような内容の活動を取り入れる

ことにより、気持ちを切り替えて、作業に集中する姿が多く見られました。 

来年度は、より一人一人の力を伸ばしていくために、学習グループの構成・期間などさらに実態に合っ

たものとなるよう柔軟に進めていきます。また、校外活動・宿泊学習については、今年度の活動・回数を

ベースにしながら、内容の精選・充実に努めていきたいと考えています。 
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２ 保護者アンケートより 

   ほとんどの項目で、「そう思う」「まあそう思う」の肯定的評価が９０％を超えています。これは、当校の

教育活動・取組に対して多くの保護者の方から高く評価していただいている結果だと捉えています。一方で、

１割やそれを超える保護者の方から否定的な評価を得ている項目もあります。これらの数値も真摯に受け止

め、これからも当校の教育活動がより充実したものとなるよう取り組んでいきます。 

   記述欄にご記入いただいたご意見では、「運動会は１回でもよいのではないか」とのご意見がありました。

２回の運動会（ゆうあい運動会、駒五郎運動会）はそれぞれのねらいがあって実施してきました。駒五郎運

動会は地域の運動会ですので、当校のみで実施の可否等について判断することはできません。今後、地域の

方とあり方について話し合っていく方向で検討していきます。「ホームページの情報が古いので、新しいもの

に更新して充実させてほしい」とのご意見がありました。できるところから新しい情報に更新していきます。

また、「授業で日常生活に必要な力を付けてもらってありがたい」というご意見をいただきました。我々職員

にとってたいへん励みになるご意見です。ありがとうございました。この他にも多くのご意見をいただきま

した。必要に応じて個々にお話を伺ったり、来年度の計画を立てる上で参考にさせていただいたりします。 

アンケートへのご協力ありがとうございました。 

 

３ 児童生徒アンケートより 

   大多数の児童生徒にとって、現在の学校生活が満足できるものとなっていると捉えることができます。  

一方で、「学校でできるようになりたいことや将来の夢がある」と回答した児童生徒は全体の５割でした。目

標をもつことにより、日々の生活が充実したり、努力するための励みとなったりすると考えます。児童生徒

が生活や将来の目標をもてるような支援をさらに工夫して行っていきます。また、×（いいえ・ない）や無

回答（分からない）と答えた児童生徒が一定数います。今後とも児童生徒一人一人の思いや考えを大切にし

ながら、日々の教育活動を実践していきます。また、いじめについての質問項目で、○（はい・ある）と回

答した児童生徒にはすでに対応しています。これからも当校の「いじめ対策基本方針」に基づいて、いじめ

防止に努めていきます。 
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令和元年度　学校評価　保護者アンケート結果（回答数５３　回答率８６．９％）
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各学部の教育活動は卒業後、自立し、はたらく活動を中心とした社会生活につな

がるような内容となっている。

教育課程の中心となっている生活学習、しごと学習、職業生活学習は、児童生徒

の成長に十分効果を発揮している。

各学部の教育課程（週日課表を含めて）は適切である。

体力の向上、健康管理、食育、性教育などの健康面の教育を、適切に行ってい

る。

個別の教育支援計画や個別の指導計画について、保護者と十分に話し合い、経

過や結果について丁寧に説明している。

個別の教育支援計画が必要十分な情報をもち、様々な場面で活用できている。
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Ⅰ 教育活動
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年間の行事計画は教職員、児童生徒、家庭にとって無理のないものになってい

る。

児童生徒にとって、魅力ある学校行事(ゆうあい運動会、わかこま祭等）になって

いる。

入学式や卒業式は、児童生徒の実態や趣旨に合った適切なものとなっている。

各学部の行事は、児童生徒の発達段階に応じた適切なものとなっている。
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Ⅱ 年間計画・行事

そう思う まあそう思う あまりそう思わない そう思わない
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（保護者アンケート結果）

（保護者アンケート結果）
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保護者に、学校教育目標や学校経営の重点目標を分かりやすく伝えている。

保護者に、各種たよりや連絡帳で、必要な情報や児童生徒の様子を分かりやす

く伝えている。

ホームページや学校だより、オープンスクール等で学校のことを外部に積極的

に発信している。

学校や担任は、保護者の声に耳を傾けて、連携しながら学校運営や教育活動

を行っている。

学校は、関係機関との連携が図られている。

学校は、いろいろな行事（授業も含む）や交流・共同学習を通して、地域との交

流を積極的に進めている。

学校は児童生徒が卒業後の進路を考える上で参考となる情報を提供している。
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Ⅲ 情報発信・連携・交流
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学校内は、美化・整理整頓が行き届き、清潔感がある。

施設や備品など、特別支援学校としての環境は充実している。

児童生徒のけがや病気が発生したときの対応は適切に行っている。

学校は、災害への対応や、事故を防ぐための対応など、安全管理や危機管理

に努めている。

送迎バスの運行や自力通学は安全に行われている。
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Ⅳ 環境・安全

そう思う まあそう思う あまりそう思わない そう思わない
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令和元年度　学校評価　児童生徒アンケート結果（回答数５０　回答率８０．６％）
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学校生活は楽しいですか

先生はあなたの話をよく聞いてくれますか

学校での学習は楽しく、よく分かりますか

あなたは駒林特別支援学校でできるようになりたいことや将来の夢はありますか

他の学校の児童生徒や地域の方ともっと交流したいですか

ゆあい運動会やわかこま祭などの行事は楽しいですか

友達をいじめたり、友達からいじめられたりしたことはありますか
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○（はい・ある） ×（いいえ・ない） 無回答（分からない）
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